
家族だからこそできることがある

家族会活動から考える ひきこもるわが子への対応について

主催 不登校・ひきこもり家族会 法人 楽の会リーラ
共催 社会福祉法人 品川区社会福祉協議会
助成 平成 年度社会福祉振興助成事業（ＷＡＭ助成）家族丸ごと支援事業

主催 不登校・ひきこもり家族会 法人 楽の会リーラ
共催 社会福祉法人 品川区社会福祉協議会
助成 平成 年度社会福祉振興助成事業（ＷＡＭ助成）家族丸ごと支援事業

世間体、価値観、目線が気になって、誰にも相談していない。家族ごと地域から孤立している。

相談窓口の年齢等利用条件で制約を受けてしまって、どうしたらいいのかわからない。

そんな声を踏まえて、この度、品川区で地域に密着した、当事者主体で活動していく不登校・ひ

きこもりの家族会を立ち上げることになり、記念イベントを開催します 奮ってご参加下さい。

▶日時 平成 年 月 日（土） ～ （途中参加、退席可）

（開場・受付開始 ～ ）

▶会場 品川区立中小企業センター 階 大会議室
（東急大井町線下神明駅徒歩 分）

▶参加費 円 人 （資料代として） ＊当事者経験者 無料

▶定 員 先着順 名 （事前申込不要 直接会場へ）

▶対 象 不登校・ひきこもり・発達障害等の生きづらさを抱えたご本人、ご家族、関係

者、テーマに関心のある方（近隣地域の方参加大歓迎 ）

▶プログラム

第 部 ～ ひきこもり大学 品川キャンパス
不登校・ひきこもり等の生きづらさ支援の現状、当事者の想い・望む支援等について知り、品川で

どんな支援が出来るのかを考えていきます。

＜ 限目＞ ジャーナリズム学部報道学科（座学形式）

テーマ 「ひきこもり等生きづらさ支援最新動向」（仮）

～取材活動から見えてきた当事者の想いと支援現状について～

講師 ジャーナリスト 池上 正樹 氏

＜ 限目＞ 家族学部家族会学科（座学・対話形式）

テーマ 「家族会活動から考えるひきこもるわが子への対応について」（仮）

～当事者が求める支援とは・・・

講師 法人楽の会 リーラ ひきこもりピアサポーター 大橋 史信 氏

お問合せ先 不登校・ひきこもり家族会 法人 楽の会リーラ （担当大橋）

携帯

講師書籍・ひきこもり新

聞、各種情報等の販売・

情報コーナー有

第２部 ～ 対話交流等

参加者同士でグループを作り、１部の各講師たちの話を踏まえて、問いや感じたこと等を共有し合う

ことを通じて、学び等をより深めていきます。

※見学・休憩席も用意します。会終了後、懇親会実施予定！



「ひきこもり大学」とは

１限目講師 ジャーナリスト 池上 正樹氏
年 神 川生ま 。通信社などの を経て、 リージャーナリスト。

年から イ ン ンラインで 「ひきこもり」する大人たち を

。

こ までに、 人 上のご本人、家族たちとやり取りを けている。

主な 書に、「ルポ ひきこもり ールから た人たち 社新

書 」なとがある。

法人 ひきこもり家族会 合会 事。

限目講師 法人楽の会リーラ ひきこもりピアサポーター

大橋 史信 氏

東 出 。 年 月 日生ま 。としま家族会 共同代 。

のことを いじめ、不登校、家族との 、障害、ひきこもり の生きづらさ

と る。 現 は、 が 度 神 （ 度知 障 ）付 大人の発達障害

当事者として、 までの な社会体験を活かしながら、 な 、しんどさ、

生きづらさを抱えた から 年 のご本人とその家族に対して、 、 、

家族関係等をテーマに 各地で、講 ・支援活動を っている。

きな 、 ラー ン。

月 も定 に活動予定です。

会員、 スタ 大 中です。 に活動して

ませんか お問合せお ちしています

ひきこもり大学とは、当事者が先生になり、家族や支援者、地域の方たち

が生徒になって、ひきこもり経験や知 を考え学 場です。

は、ジャーナリスト、家族会の立場で活動している講師が登 ・開講

します。活動経験や想いなどを り、対話交流会を通して参加者と共有して

いきます。

どなたでもご参加いただけます。 ひ ご出席 ください！

＊第２ 企 不登校・ひきこもり

地域家族会 品川 家族懇談会

月 日（日） ～

品川区立中小企業センター 階大会議室

お を ながら懇談会形式での家族

会を開催します。 は、お問い合わ

せ下さい。

（事前申込不要・参加費 円 １人）


